
第２回意向調査のまとめ（宿泊学習） 
令和２年９月２４日（木） 

 
 意向調査へのご協力ありがとうございます。 
 現時点では、「中止」の判断をせず、実施に向けた準備を継続していきます。 
 初めての宿泊でもあり、保護者の皆さんにとっては、多くの心配事があり、親子で
不安を抱えていることもあることは、重々承知しています。 

 そういった心配や不安を、具体的にお話ししていただいたおかげで、「子供たちの
安全を第一」にするための準備につながっています。 

 １０月中旬に、第３回目の意向調査を行いますが、その前であってもご心配な点等
がございましたら、いつでも連絡をください。 

 
第２回意向調査の結果 

 学年合計 

１ 参加する ７３ 

２ 条件がそろえば参加する １０ 

３ 参加しない  ２ 

４ わからない  ３ 

（9/23（水）までの提出分を集計したものです。） 
 
 

○新型コロナに加え、インフルエンザの流行も懸念される。児童の健康と命を守る視
点から、慎重な判断をしてほしい。 

A:年度当初より、「命が一番、健康第一」をモットーにこのコロナ禍であってもできる
最善の教育活動を検討しております。今後とも、文科省や教育委員会の方針の下、
感染防止対策と児童の学びを両立した教育活動を展開してまいります。 

 あわせて、引き続き、最新情報の収集に努めながら、実施できるよう準備を進めて
まいります。なお、たとえ直前であってもためらわず「中止」の判断をすることは、
先日の回答の通りです。 

 例えば、実施１か月前に、本校の児童や保護者に感染が見られた場合、保健所や市
教委等に相談をしながら、「中止」の検討を始めます。該当学年の児童・教員に感染
があった場合は、「中止」するべきであると考えています。 

 
○家族も全員２週間前からの検温の実施をし、旅行や外食を自粛してほしい。 
A:児童の検温については、健康観察カードを作成し、その記入と提出をお願いしてい
るところです。また、同居の家族に風邪症状がある場合には、「出席停止」扱いとな
り、学校には登校できないことになっています。つまり、毎朝の検温をはじめとす
る一連の健康観察は、家族全員の方が行っているものと理解しています。 

 しかしながら、旅行や外食については、各個人が判断することであり、学校が自粛
を要請するものではありません。出発日の朝に、本人ではなく同居家族に風邪症状
があった場合は、これまでの教育委員会の方針のとおり、出席できなくなることを
十分理解したうえで、各ご家庭で適切な判断をいただきますよう、お願いします。 

 
○感染予防対策をしっかりとしてほしい。 
A:毎日の学校における感染予防対策を継続するとともに、宿泊に伴う対応も加えて実
施する必要があると考えています。例えば、バスの乗車時には、バス会社の用意し



た消毒液や持参したアルコール消毒液を用いて、手指消毒を行います。宿泊施設に
入る時も同様です。また、検温については、１日目の朝、バスに乗車する前に、非
接触型検温計を用いて、全員の児童・教員を対象に実施します。健康観察カードの
記載と大きなズレがあったり、３７度以上であったりする場合は、その場で保護者
に確認のため、電話連絡を取ります。 
そこで、バスの出発前までは、確実に連絡がつくようにしておいてください。バス
が出発しましたら、さやまっ子緊急メールにて、子供たちが出発したことをお伝え
する予定です。 
また、２日目の朝は、起床後に検温を行うとともに、朝食時の様子を観察し、健康
状態を把握します。 
なお、お子さんの体調不良等により、お迎えをお願いすることもありますので、連

絡が確実に取れるよう、お願いします。 
 
○バスや部屋での喚起対策をしてほしい。 
A:バスの換気システムは、これまでの回答の通りです。 
部屋での喚起についても、密閉空間にならないよう、ドアを閉め切ったりせず、換
気を促していきます。 
■参考：６年生意向調査のまとめ バス会社からの情報提供 

 
○宿泊施設での人数制限について教えてほしい。 
A:部屋割りについては、これまでの回答通り変更はありません。一部屋（３５畳）の

定員２０名が１６名に減員されているため、男子は、クラスごとに１３名から１５
名の３部屋、女子は、クラスを解体して１２名から１３名の４部屋となります。 
お風呂については、１回１６名以内（ただし脱衣所は８名まで）と約半減していま
す。 
食堂についても半減となりますが、９２名全員が一度に食事をできるぎりぎりの人
数となっています。 
■参考：名栗げんきプラザ「新型コロナウイルスの対策について」（8/28ver） 

 
○消毒液を持参したい。 
A:学校では、アルコール消毒液を持参していきます。ご指定のものがある場合、担任
に申し出たうえで、持参してください。なお、その際、記名をすること、貸し借り

を絶対にしないこと等、お子さんへの指導も確実に願います。 
 
○「密」になる環境を作らないでほしい。 
A:いわゆる三密を避けることについては、今後も継続して行っていきます。なお、宿
泊行事については、長時間、大人数で換気のできない場面や、大声で話す場面がな
いかを点検し、計画を見直していくことは、先日の回答の通りです。さらに、宿泊
施設の管理担当者等と連携し、活動の詳細を検討していきます。 

 
○本人の体調が不安で、参加できるか否かがわからない。 
A:家族も含め体調不良者がある場合、当日の朝に参加できないことになってしまうこ

ともあるかと承知しています。日々の健康管理の大切さは言うまでもありません。 
 なお、１０月中旬の第３回目の調査では、最終確認として、参加意思の有無を調査
します。参加するという回答がおよそ８５％に達しない場合は、「中止」の判断をす
ることは、これまでの説明の通りです。 

http://home2.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/corona/06shuugakurykou/02_basu.pdf
http://www.naguri-genki.com/whatsnew/uploaded/%E3%80%90HP%E6%8E%B2%E8%BC%89%E3%80%91%20%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E5%AF%BE%E7%AD%96%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%EF%BC%88%E5%90%8D%E6%A0%97%EF%BC%89200828ver.pdf


 
○狭山市内の学校によって対応が異なるようでだが、日帰りにはしないのか。 
A:狭山市では、修学旅行と同様に、各校で実施の可否について判断しています。現時
点では、修学旅行を中止している学校はありませんが、林間学校については、すで
に、中止を決定している学校や宿泊をせずに日帰りに変更した学校もあります。 

 柏原小学校では、日程を変更したことで、１校のみで施設を独占的に利用できるよ
うになったこともあり、１泊２日の行程で計画を進めていきます。 

 
○現時点で予定している内容を教えてほしい。 
A:９月初旬の判断になりますが、２学期以降の調理実習の再開が見込めないため、１
日目のカレー作りをせず、食堂でのお弁当に変更しました。人数制限をした入浴時

間の算出や、レクレーションの実施の可否など、最終調整をしているところです。
１０月１０日（土）に開催する説明会では、詳細を含め、お伝えします。 

 
○キャンセル料はどのように算出させるのか。 
A:学校として参加を取りやめる場合は、これまでに説明したとおり、食材費がかかる
４日前や、バス代がかかる前日に、所定のキャンセル料が発生します。 

 なお、第３回の意向調査以降、風邪等を理由に参加できなくなった場合、バス代等
の費用を負担していただくことになります。個別のお休みにより、出席者１人あた
りのバス代が高騰してしまうため、ご理解いただきますようお願いします。 

 

 
■参考：保護者説明会のまとめ 令和２年７月２８日 
   ：第２回意向調査のまとめ（６年修学旅行） 令和２年９月３日 
 
 

http://www.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/corona/020725setsumeikai.pdf
http://www.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/corona/06shuugakurykou/020903_06chousamatome2.pdf

